
７／１５（金）の発表

報道発表資料の配付日時 ７月１５日（金）１７時００分

発 表 項 目 石狩の「食」を繋ぐ次世代サポーターづくり事業の実施について

（ 行 事 名 ） （第３回目）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

この度、新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ石狩産の農畜

概 要 産物の知名度向上や消費拡大を目的に、ポストコロナを見据えた対策として、

シェフや飲食店勤務を志す「次世代を担う若者」に対して、地産地消の重要

性や農畜産物等の特徴を伝え、将来的な石狩地域の農畜産物等の知名度向上

や消費拡大を目的とした食育授業を行います。

１ 日 時 令和４年(2022年)７月20日（水）14:10～17:00

２ 場 所 札幌市南区

（１）砥山ふれあい果樹園・アルシェフェルム

（２）八剣山ワイナリー

３ 内 容 果樹園でさくらんぼなどの管理作業を体験し、果樹栽培

に関する基礎を学ぶとともに、ワインの醸造過程や地産地

消の取組を見学します。

参 考

報 道 ( 取 材 ) 当日の積極的な取材をお願いします。

に 当 た っ て 取材に当たっては、新型コロナウイルス感染防止のため、「新北海道スタ

の お 願 い イル」の取組についてご協力いただきますようお願いいたします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク 道政記者クラブ

担 当 石狩振興局産業振興部農務課（担当者：小塚、井筒）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０４－５８４４

内線 ３４－７１１



石狩の「食」を繋ぐ次世代サポーターづくり開催要領 
 

 

 

１ 事業目的 

   新型コロナウイルス感染症のまん延は、農畜産物等の消費減退や労働力の不 

足など、石狩の農業に多大な影響を及ぼしており、今なお続く感染拡大は、消 

費者の意識を大きく変化させ、家庭で食事を済ます「おうちごはん」や非接触 

型のインターネットによる食材購買、店舗におけるテイクアウト、宅配サービ 

スの活用など新たなライフスタイルが定着しつつある。 

このことから、ポストコロナを見据えた知名度向上や消費拡大対策が必要と 

なるため、シェフや飲食店勤務を志す「次世代を担う若者」に対して、地産地 

消の重要性や農畜産物等の特徴を伝え、将来的な石狩地域の農畜産物等の知名 

度向上や消費拡大を目的とした事業を実施する。 

 
 
２ 主催 

   北海道石狩振興局（農務課・農業改良普及センター） 

 
 
３ 協力 

   ホクレン農業協同組合連合会、 

札幌ベルエポック製菓調理ウェディング専門学校 

 
 
４ 参加者 

   札幌ベルエポック製菓調理ウェディング専門学校生（４２名） 
 
 
５ 実施内容 

石狩管内の農畜産物等に触れる機会（作業体験・生産者との交流）や学習の 

場を設けることで、石狩の農業や地場産食材への理解醸成を図り、将来、シェ 

フや飲食店勤務を目指す若者に対して、農業について学習する機会を作る。 
 
 
 ６ 年間計画（予定） 

    

実施回数 実施時期 実施場所 概 要 

第１回目 ５月 19日 石狩市 生産ほ場での農作業体験等 

第２回目 ６月 23日 札幌市 学校内での専門家による特別実習 

第３回目 ７月 20日 札幌市 生産ほ場での管理・収穫体験等 

第４回目 ８月上旬 当別町 生産ほ場での収穫体験等 

第５回目 ９月下旬 新篠津村 農作業体験ほか総合な調理実習 

 

 

 



石狩の「食」を繋ぐ次世代サポーターづくり 

（第３回 生産ほ場での管理・収穫体験等） 

 

○日時及び内容 

 

 （１）日時 令和４年(2022年)７月 20日(水)  

 

 （２）内容   
    

 

学  校 

13:30発 ○札幌ベルエポック製菓調理ウェディング 

専門学校 

（札幌市中央区北１条西９丁目） 

 ↓   

 砥山ふれあい 

果樹園グループ 

(札幌市 

南区砥山 84） 

14:15着 

 

 

16:20発 

  

14:30着 

 

16:30発 

○食育授業 

■さくらんぼ管理作業体験 

■プルーン管理作業体験 

 

<説明者> 

砥山ふれあい果樹園 

園主 瀬戸修一 

 

アルシェフェルム 

グループ 

（札幌市南区豊滝

1丁目 420） 

○食育授業 

■さくらんぼ管理作業体験 

■ブルーベリー管理作業体験 

＜説明者＞ 

アルシェフェルム 

代表 小仲美智子 

 ↓   

 
醸造所視察 

（八剣山ワイナリー） 

(札幌市南区砥山

194-1） 

16:40着 

 

 

 

17:00発 

○６次化・地産地消学習 

■ワインの醸造過程や地産地消の

取組を学習 

 

＜説明者＞ 

(株)八剣山ファーム 

代表取締役 亀和田俊一 

ワイナリー部長 松尾洋 

 ↓   

 学  校   

    

※ 時間帯は変更が生ずる場合があります。 

 


